
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和４年９月２０日（火）  ９：３３ ～９：４１ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：岸 田 文 雄 内閣総理大臣 

寺 田 稔 国務大臣（総務大臣） 

 梨 康 弘 国務大臣（法務大臣） 

鈴 木 俊 一 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

永 岡 桂 子 国務大臣（文部科学大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（厚生労働大臣） 

野 村 哲 郎 国務大臣（農林水産大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

斉 藤 鉄 夫 国務大臣（国土交通大臣） 

西 村 明 宏 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

浜 田 靖 一 国務大臣（防衛大臣） 

松 野 博 一 国務大臣（内閣官房長官） 

河 野 太 郎 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

秋 葉 賢 也 国務大臣（復興大臣） 

谷 公 一 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

小 倉 將 信 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

山 際 大志郎 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

高 市 早 苗 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

岡 田 直 樹 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

欠 席 者：林 芳 正 国務大臣（外務大臣） 

陪 席 者：木 原 誠 二 内閣官房副長官 

磯 﨑 仁 彦 内閣官房副長官 

栗 生 俊 一 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件      ５件 

○国会提出案件    １件 

○政令        ３件 

○人事        ２件 

○配布        １件 

いずれも、案件表のとおり、決定等となった。 
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議事内容： 

○松野国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。

まず、閣議案件について、磯﨑副長官から御説明申し上げます。

○磯﨑内閣官房副長官：一般案件等について、申し上げます。まず、予備費の使用に

ついて、御決定をお願いいたします。本件は、燃料油価格激変緩和強化対策事業等

に必要な経費として約３兆４，８４７億円を、主要国首脳会議の開催準備に必要な

経費として、約７８億円をそれぞれ使用するものであります。

次に、「特定外来生物被害防止基本方針の変更」について、御決定をお願いいたし

ます。本件は、外来生物法の改正を踏まえ、要緊急対処特定外来生物の選定の基本

的考え方を新たに記載するなど、所要の変更を行うものであります。

次に、国立研究開発法人情報通信研究機構の「革新的情報通信技術研究開発推進

基金に係る業務報告書」を総務大臣の意見を付して国会に報告することについて、

御決定をお願いいたします。本件につきましては、後程、総務大臣から御発言があ

ります。

次に、政令３件について、御決定をお願いいたします。まず、「公益通報者保護法

別表第８号の法律を定める政令の一部改正令」は、公益通報の対象法律の追加等に

ついて、定めるものであります。

次に、「外務省組織令の一部改正令」は、国際協力局に新たに国際保健戦略官を置

く等の措置を講ずるものであります。

次に、「外来生物法の一部改正法の施行に伴う経過措置令」は、関連制度が円滑に

開始できるよう、同改正法の施行日前においても、同改正法に基づく学識経験者へ

の意見聴取等を行える措置を講ずるものであります。

次に、人事案件について、申し上げます。まず、原子力委員会委員長上坂充外１

名に、第６６回国際原子力機関総会日本政府代表を命ずること等について、御決定

をお願いいたします。

次に、中山善房外１４３名の叙位又は叙勲について、御決定をお願いいたします。

なお、東京大学名誉教授金子宏を、従三位に叙するものがあります。

次に、配布資料といたしまして、「消費者物価指数」があります。本件につきまし

ては、後程、総務大臣から御発言があります。

次に、件名外案件について、申し上げます。まず、「円借款の供与に関する書簡」

をネパールとの間で交換することについて、御決定をお願いいたします。本件は、

「都市送配電網整備計画」に、約１５９億円を限度とする円借款を供与することに

ついて、取り極めるものであります。

次に、「債務救済措置に関する書簡」をキルギスとの間で交換することについて、

御決定をお願いいたします。本件は、主要債権国会合の合意に基づく債務救済措置

として、「独立行政法人国際協力機構」に対するキルギスの債務約７億円について、

支払いを猶予することを取り極めるものであります。なお、相手国政府との書簡交

換までそれぞれ不公表といたしたいので、御了承をお願いいたします。

○松野国務大臣：次に、大臣発言がございます。まず、総務大臣から２件御発言がご
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ざいます。 
○寺田国務大臣：まず、令和３年度に、国立研究開発法人情報通信研究機構が実施し

た「革新的情報通信技術研究開発推進基金に係る業務」に関する報告書及び同報告

書に付する総務大臣の意見について申し上げます。同業務については、情報通信研

究機構において、事業の効果的な運用を目指し、総務省と協議を行い、事業の公募

や実施者の選定を行う等、着実に業務を実施しました。この業務について、総務大

臣として、「透明性・公正性に十分留意したものであり、適正であった」旨の意見を

付しております。 
次に、本日、消費者物価指数を公表いたしました。その主なポイントは、次のと

おりです。８月の消費者物価指数は、前年比３．０パーセントの上昇となりました。

生鮮食品を除く指数は、前年比２．８パーセントの上昇と、１２か月連続の上昇と

なりました。これは、引き続き、電気代や都市ガス代などの「エネルギー」や「生

鮮食品を除く食料」が上昇したことによるものです。今後も、エネルギーや食料の

価格の状況などをみながら、物価動向を注視してまいります。 
○松野国務大臣：次に、小倉大臣。 
○小倉国務大臣：明日９月２１日から３０日までの１０日間、秋の全国交通安全運動

を実施します。また、この期間中、ゼロの付く３０日を「交通事故死ゼロを目指す

日」としています。今回は、「子供と高齢者を始めとする歩行者の安全確保」、「夕暮

れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶」、「自転車の交通ルール遵守

の徹底」の３点を重点に掲げ、運動を推進します。昨年の交通事故死者数は、２，

６３６人と、現行の交通事故統計となった昭和２３年以降で最少であった前年を更

に下回る結果となりましたが、いまだに多くの方々の命が交通事故により失われて

います。閣僚の皆様には、交通安全対策の推進に、引き続き御協力をお願いいたし

ます。 
○松野国務大臣：次に、国家公安委員会委員長。 
○谷国務大臣：本年の交通事故死者数は、対前年比で減少しているものの、依然とし

て尊い命が失われていることに変わりはありません。また、例年、この時期から、

特に夕暮れや夜間における歩行中・自転車乗用中の交通死亡事故が増加する傾向に

あります。今回の運動においては、各自治体や関係機関・団体と連携しながら、夕

暮れ時の早めのライト点灯や反射材用品等の着用を促進するとともに、歩行者の安

全確保のほか、飲酒運転の根絶や自転車の交通ルール遵守の徹底等を重点とした取

組を推進してまいりますので、閣僚各位の御理解と御協力をお願いいたします。 
○松野国務大臣：これをもちまして、閣議を終了いたします。 

引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。 
なお、海外出張された国土交通大臣の帰朝報告は、お手元の資料のとおりです。 
御発言はございますか。 
無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和４年 

９月 20日 

◎ 一 般案 件

   ○ 令和４ 年 度一 般 会計 新 型コ ロ ナウ イ ルス 感 染症 及

び 原 油 価 格・物 価 高騰 対 策予 備 費使 用 （７ 件 ） に

つ い て （ 決定）           （財 務 省）

〃 ○ 令和４ 年 度一 般 会計 予 備費 使 用に つ いて （ 決定 ）

 （ 同上 ） 

〃 ○ 特定外 来 生物 被 害防 止 基本 方 針の 変 更に つ いて

（決定 ）  （ 環境 ・ 農林 水 産省 ） 

◎ 国会 提 出案 件

○ 国 立研 究 開発 法 人情 報 通信 研 究機 構 令和 ３ 年度 革

新 的情 報 通信 技 術研 究 開発 推 進基 金 に係 る 業務 に

関 する 報 告書 及 び同 報 告書 に 付す る 総務 大 臣の 意

見 につ い て（ 決 定）         （ 総 務省 ）

◎ 政 令 

   ○ 公益通 報 者保 護 法別 表 第８ 号 の法 律 を定 め る政 令

の一部 を 改正 す る政 令 （決 定 ）   （消 費 者庁 ）

〃 ○ 外務省 組 織令 の 一部 を 改正 す る政 令 （決 定 ）

（ 外 務省 ） 

〃 ○ 特定外 来 生物 に よる 生 態系 等 に係 る 被害 の 防止 に

関する 法 律の 一 部を 改 正す る 法律 の 施行 に 伴う 経

過措置 に 関す る 政令 （ 決定 ）     （ 環 境省 ）

◎ 人 事 

   ○ 原 子力 委 員会 委 員長 上 坂  充 外４ 名 に第 ６ ６回 国

際 原子 力 機関 総 会日 本 政府 代 表等 を 命じ 、 外務 省

北 米局 長 河邉 賢 裕外 １ 名に 日 本国 と アメ リ カ合 衆

国 との 間 の相 互 協力 及 び安 全 保障 条 約第 ６ 条に 基

づ く施 設 及び 区 域並 び に日 本 国に お ける 合 衆国 軍

隊 の地 位 に関 す る協 定 第２ ５ 条に よ る合 同 委員 会

日 本政 府 代表 等 を命 免 し、 財 務官 神 田眞 人 外２ 名

に アジ ア 開発 銀 行総 務 会第 ５ ５回 年 次会 合 臨時 総

務 代理 た る日 本 政府 代 表代 理 を命 ず るこ と につ い

て （決 定 ）

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
あ り

〔 別 添 〕
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   ○ 元 判事 中 山善 房 外１ ４ ３名 の 叙位 又 は叙 勲 につ い 

    て （決 定 ） 

 

     ◎配  布 

   ☆ 消費者 物 価指 数           （ 総 務省 ） 

 

 

〔 ○ 署名 あ り  ☆ 署名 な し〕 

資 料  
あ り  
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                 令和４年 

９月 20日 

 

◎ 一 般案 件 

   ○ 円 借款 の 供与 に 関す る 日本 国 政府 と ネパ ー ル政 府

と の 間の 書簡 の 交換 に つい て （決 定 ）（ 外 務省 ） 

 〃  ○ 債 務救 済 措置 （ 債務 支 払猶 予 方式 ） に関 す る日 本

国 政 府と キル ギ ス共 和 国内 閣 との 間 の書 簡 の交 換

に つ いて （決 定 ）           （ 同上 ） 

 

 

〔 ○ 署名 あ り  ☆ 署名 な し〕 

（ 火 ）   件 名 外 案 件 

資 料  
な し  
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